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－ 県民みんなで支える新たな森づくり － 

 

 

森は、先人からの贈りものであると同時に、未来の世代からの預

かりものです。 

これまで、私たちは、森や自然の恵みに感謝し、「草木塔
そうもくとう

」にみら

れるような自然との共生の文化を生み、多くの命と共存してきまし

た。 

森は、私たちの暮らしを災害から守るとともに、豊かな水を育
はぐく

み、

母なる川「最上川」の流れとなり、海につながります。また、森に

は、地球の温暖化を防止する大切な役割もあります。 

将来、私たちの暮らしが変わっても、森との関わりを保ち、森の 

働きを守り続けることが大切です。 

私たちは、今、森からの恩恵を受けるのみではなく、一人ひとり

が森と共に生きていることや、木を活かす暮らしの大切さを改めて

理解し、行動を起こす必要があります。 

私たちは、やまがたの美しい豊かな森や自然を未来の子ども達に

引き継ぐためにも、県民みんなで支える新たな森づくりを進めるこ

とを誓い、「やまがた緑環境憲章」を制定します。 

 

 

私たちは、  

１ 暮らしや環境を守るため、豊かな森づくりを進めます。 

２ 森や木の文化を見つめ直し、暮らしの中に木を活かします。 

３ 一人ひとりの力を活かし、森づくりの輪を広げます。 

４ 森や自然の大切さを学び、森との絆を深めます。 

５ みんなで森づくりを支え、かけがえのない森を未来に贈ります。 
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